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Presurgical nasoalveolar molding orthopedic treatment improves the 
outcome of primary cheiloplasty of unilateral complete cleft lip and 


































通常の Presurgicalorthopedic (Hotz plate : HP) を用いた群 (HPgroup) 15例と Presurgicalnasoalveolar 











groupを比較すると、 NAMgroupは、術前の段階でアスペクト a/u比 (P< 0.01)が有意に小さいという差が
認められたが、術後ではアスペクト a/u比 (P< 0.05) とハウスドルフ距離 (p< 0.001)、周径比 (p< 0.05) 
が有意に小さかった。
3) NAMgroupとHPgroupにおける顎裂・口蓋裂の幅の比較:顎裂・口蓋裂の間際の距離は、口蓋裂中間部
(p < 0.05)、後方部 (p< 0.01)でHPgroupよりも NAMgroupの方が有意に小さかった。また、顎裂・口葦
裂の幅の縮小量を見ると NAMgroupは顎裂部 (p< 0.05)、口蓋裂前方部 (p< 0.01)、中央部 (p< 0.05)で
有意に縮小されていた。 NAMgroupにおいては、装着時の口蓋裂後方部の幅とハウスドルフ距離は有意な












本研究では、 presurgicalnasoalveolar molding orthopedic法を片側性唇顎口蓋裂に対する初回口唇形成術前
に適応することにより、初回口唇形成術後の鼻孔の形態の改善が得られることを示した。なお本論文は、佐々
木裕芳氏が筆頭著者としてJournalof Craniofacial Surgery ~こすでに掲載が決まっている。
平成.24年5丹31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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